
１．件名：福島第一原子力発電所１号機燃料デブリ冷却状況の確認試験に係る面談 

２．日時：令和２年１月２８日（火）１０時００分～１１時２０分 

３．場所：原子力規制庁 ９階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

知見主任安全審査官、田上係員、髙木技術参与 

東京電力ホールディングス株式会社 

 福島第一廃炉推進カンパニー プロジェクト計画部 担当２名 

 

５．要旨 

○東京電力ホールディングス株式会社から、福島第一原子力発電所１号機における

燃料デブリ冷却状況の確認試験の結果について、資料に基づき説明があった。 

 これまでの経緯 

 緊急時対応手順の適正化を図ること等を目的に、１号機の原子炉注水を

一時的に（約４９時間）停止する試験を昨年１０月１５日～１７日に実

施。気中への放熱も考慮したより実態に近い温度変化の評価（熱バラン

ス評価）の正確さを確認した。 

 試験中の温度データと熱バランス評価の比較について 

 試験中の原子炉圧力容器（ＲＰＶ）底部温度及び原子炉格納容器（ＰＣ

Ｖ）温度の変化は、共に全体的には熱バランス評価と傾向が合っている。 

 しかし、温度データを詳細に確認したところ、熱バランス評価モデルで

は実測値を十分に再現できていない部分があることを確認。その原因と

して、ＰＣＶ水位が高いこと、燃料デブリの大部分がＰＣＶ側に存在す

ると推定できること及び温度測定の不確かさが影響している可能性があ

ると考えている。 

 その他特徴的なパラメータの挙動について（ＰＣＶ圧力及び水位） 

 ＰＣＶ水位の変化に対するＰＣＶ圧力の挙動から、推定されるＰＣＶの

漏えい箇所の高さが真空破壊ラインベローズの設置高さと概ね合致する

ことを確認。 

 ＰＣＶ漏えい箇所の調査情報等に基づき、漏えい高さ及び漏えい箇所の

面積を仮定して、簡易的にＰＣＶ水位の挙動を評価。漏えい高さを低く

仮定することにより、注水再開後の水位上昇の評価値が実測値に近くな

る傾向を確認。 

 注水停止中に採取した放射線データについて 

 注水停止によるＰＣＶ内の放射能濃度の上昇、ＰＣＶガス管理設備フィ

ルタユニット表面線量の上昇及び原子炉建屋オペレーティングフロアへ

のダストの影響はいずれもなかった。 

 今後の予定 

 ３号機で計画している同様の試験の結果も踏まえて、緊急時対応手順の

適正化、現在の評価モデルの改良等について検討する予定。 

 

○原子力規制庁は、上記説明を受けた内容について確認した。 

 

 



６．その他 

資料： １号機燃料デブリ冷却状況の確認試験の結果について 


